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はじめに 

 

 本書は、平成 27 年度に袋井市立高南小学校において行われた実践的研究の一

部を紹介するものです。 

 近年、世界的な動向として、学校では学問の基礎を学ばせるだけでなく、社会

で学び続けるための資質・能力を身につけさせるという考え方が広まりつつあ

ります。「２１世紀型スキル」、「キー・コンピテンシー」、「資質・能力の育

成」といったキーワードは、いずれもこうした学力観の変化を示しています。そ

の一方で、こうした発想に基づくカリキュラムをどのように実現してくのか、ま

た、こうした学力・学習力の指導をどのように行っていくべきなのかについて

は、いまだ模索段階にあるといえでしょう。「教えて考えさせる授業」はこうし

た状況の中で、教科の学習を通じて、自立した学習者にもとめられる発想や勉強

法についても合わせて指導することを目指す新たな指導法です。心理学におい

て長年対立したものと捉えられてきた受容学習と発見学習を新たな形で統合し

た画期的な指導法でもあります（詳しくは、市川伸一『「教えて考えさせる授業」

を創る―基礎基本の定着・深化・活用を促す「習得型」授業設計―』（2008 年、

図書文化）などを参照してください）。高南小学校では、平成２６年度は算数科

を中心に「教えて考えさせる授業」に取り組み、平成２７年度に、国語科を中心

に学校をあげて研究に取り組みました。本書はその実践の中でも、平成２７年度

の２学期に行われた研究を中心にまとめたものです。 

 本書の概要は、以下の通りです。前半は指導案集です。１、２、３、５、６年

の５学年分が収録されています（４年生の指導案は、「新版 教えて考えさせる

授業 小学校版（図書文化）」（近刊予定）に収録されることが決まっておりま

すので、割愛しております）。６年年については同一単元から２本指導案が収録

されていますので、全６本の指導案となります。各指導案の冒頭には、各指導案

の見どころと、課題について、設計にも関わらせていただいた植阪がごく簡単に

まとめています。この内容については、実践終了後に学校現場の先生方と植阪が

共同で議論を行い、それを植阪がまとめる形で執筆しています。 

 後半は、２学期以降の実践のプレゼンテーション集です。公開研究授業として

行った授業のみならず、日々の授業実践においてどのような工夫を行い、その成

果と課題はどのようであったのかも紹介されています。 
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 この学校の大きな特徴は、もちろん指導案やプレゼンテーションを見ていた

だいてもわかるように、熱心であることなのですが、それに加えて実践の日常化

ということが挙げられるでしょう。プレゼンテーションに示されているように、

公開研究授業で実践するのみならず、日々の授業実践でも「教えて考えさせる授

業」の発想を生かした様々な取り組みが行われています。「教えて考えさせる授

業」を「普段着の授業」と位置付ける、植阪を含む東京大学の市川研究室のメン

バーにとっては、こうした取り組みは何よりも嬉しいことでした。 

 また、「教えて考えさせる授業」は、各地で実践されるようになり、多くの成

果をあげつつありますが、それでも国語の実践は難しいということをよく聞き

ます。本書が、こうした学校において利用され、実践的研究の活性化につながれ

ば、この上ない幸せです。 

 とはいえ、「教えて考えさせる授業」の国語研究はまだまだ始まったばかりで

す。ご高覧いただいた先生方ご意見をいただき、実践を深めていきたいと思って

います。ぜひ忌憚のないご意見をいただけますよう、お願い申し上げます。 

  最後に、本書の発行および編集にあたっては、「ガバナンス改革と教育の質保

証に関する理論的実証的研究 （課題番号：26245075）」（代表、東京大学教育学

研究科 大桃敏行）の支援をいただきました。ここに記して感謝申し上げます。 

 

平成 28 年 3 月吉日 

編者代表 

東京大学大学院教育学研究科 助教 植阪友理 
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第１部 指導案集 

 

 

 

 

 

 

 

 

  





じ  

 

 

 

 本単元では、バス、 用車、 ラ など、様々な自動車の果たす 割（「し

ごと」）に じて、 なる形状（「つくり」）をしていることを理 し、最終的に

は、教科書では紹介されていない車について、 ども自身が同じようなス ル

で説明する（図 を作る）ことが目 とされている。本 は、「しごと」と「つ

くり」を捉えて理 することを目指した２ 目である。前 では、「しごと」

と「つくり」に分けて を く活動や表にまとめる活動などを行っており、 者

を して捉えることはある 度できるようになっている。しかし、すべての

どもが、自分が説明できる ど理 できているのかは明らかではない。また、

り し読んでいる文章ではなく、 の文章についても同様の作業を行い、自分

で表にまとめることができるだけの力が身についているかについても明らかで

はない。 

 以上を まえて、この授業では、理 確 の部分に、 どもたちが レーン車

になりきって の どもたちに「しごと」と「つくり」を自 してみる、いう活

動が設定されている。この授業では、 どもたち自身が理 した状 を、「（形

化された表現ではなく） ども自身の で語れること」と捉えていることが

える。こうした発想は、算数・数学の「教えて考えさせる授業」とも共通してい

る。すなわち、わからない がわかるような説明が た にはじめて理 でき

たと捉えるのである。１年生であっても、教 が 分に ルを示すなど、工夫

を行えば、ここまで深い理 を 成できることを示しており、 深い。また、

指導書では、 どもたちが図 にする としてはしご車が紹介されている。

本 では、理 深化として、はしご車の文章を教 が作成して えて、ここから

「しごと」と「つくり」を表にまとめている。さらに、はしご車になりきってお

話ししてみようという活動が設けられている。 の文章であっても、自ら 要

な要 に り分け、自分で説明してみるということを図 を作る前に をさ

せておくことで、図 づくりにもスムー につながると考えられる。 

 

に指導 今後の展開にむけた視点  

 本 では、前 から き続き、自分で説明してみる前に表にまとめるという活
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動を れている。 どもたちが表にまとめようとすると、どうしても長くなりが

ちという問題が発生する。つまり、全文を書き いてしまうようなことが多く見

られた。一方、表にまとめる には、 く（場合によってはキーワードで）まと

めることも である。表に書き く に、 くするというコ を明示的に教え

てもよかったのではないかという話が議論の中であがった。表の ルに い

でまとめるということは、一 の 化であり、中学年、高学年でも課題にな

ることである。よって一 一 にはできるようにならないだろう。しかし、 学

年から しずつ意 させることで、より高度な内容にもなったときにも対 で

きる力が える 能性があるだろう。 

（文 ：植阪友理） 
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指導案  

 本単元は、２つの教 文「しかけカードの作り方」「おもちゃの作り方」を１

単元として１ 成となっている。前 に「けん の作り方」の教 文で、

つな ことばを いながら、 立てて説明することを学 。本 では、「しか

けカードの作り方」を い、全 として大きく つかのまとまり（ステ プ）に

分かれており、さらにそれ れのステ プの中にもいくつかの段階があること

を取り上げる（ 的には、ステ プ１：しかけの になる部分を作る、ステ

プ２：か りの部分を作る、ステ プ３： り合わせる）。最終的にはステ プ

とつな ことばを上 に いながら説明することを目指す。教科書には明示的

に書かれていないが、「しかけカードの作り方」の教 の つ特徴である、つな

ことばの上位に、大きなまとまり（ステ プ）が するということを取り

して指導しているのである。つな ことばを えたより上位の があること

を、教 が意 化するのみならず、 どもたちに意 化させることで、つな

の利用を えたより質の高い説明を実現しようとしている が特徴である。 

 また、こうした ン が理 できているかを確 するために、理 深化課題

では、 どもたち自身に、「しかけカードの作り方」を、教科書の のみを指

し示しながら、発表させる課題を設定している（図１）。こうした説明活動では、

々にして教科書を 記して対 しようとしがちであり、なかなか 

  
図１ どもが説明する様 （理 深化） 図２ どもの説明書（単元の終 ） 

第２部の２年団プレゼン資料より 

 

の せ

ステ プ
を表すことば
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自分のことばになりにくい。そこで、実 に説明させるまえに、教 がしかけカ

ードを作る様 を で実 して見せ、それらを自分なりの でみんなに分

かりやすく えて しいということを めている。こうした工夫によって、 ど

もたちは どもなりの で説明していたという。 

 単元の終 では、自分で説明したいおもちゃをきめて、説明書を書く活動が設

定されている。図２に示すように、ステ プとつな ことばをうまく組み合わせ

ながら説明している様 がみて取れる。教 が つ特性を 分に分 し、明示的

に教えられなければ どもが づきにくい ン まで取り し、明示的に

えていたことによって、 どもたち自身の で取り組む最終課題の質を高め

ることになったと考えられる。 

 

に指導 今後の展開にむけた視点  

 本 では、ステ プとつな をうまく組み合わせながら説明することが

ン であった。この をもっと い段階で示しても かったのではないか

という議論がみられた。実 の授業では、「大 」として、授業の ン が最

も明示的に示されたのは、理 深化課題においてであり、教 が を る様 を

示したのちに、 どもに実 に説明させてみる 前であった（このため、指導

案でも、「大 」が理 深化の中に書かれている）。 どもたちがやってみたい

と う ちが高まっているところを し をさしたような形になってしまっ

たとも聞いている。理 確 課題も、つな を す活動であり、ステ プが

本 的に取り上げられたのは理 深化の中であった。 

 このようなことを まえると、以下のような代 案も考えうるのではないだ

ろうか。 

教 からの説明：長い 続きを説明するときには、大きなまとまり（ステ プ）

とその中の い段階という れで説明すると いことを教え、「しかけカードの

作り方」が実 にそのようになっていることを教科書に などをつけながら学

。ステ プの中には、１つしか段階がなく、つな を多く利用する 要が

ない場合もあることも える（「しかけカード作り」のステ プ２やステ プ３

など）。 

理 確 ：実 に「しかけカード作り」をステ プとつな を いながら説

明してもららう（実 の授業の理 深化で行っていた活動を理 確 で行う

メー ）。教科書の 読みならないように、先生の 示も取り れる。 
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理 深化：か りの部分に をつけること（ステ プ２が 数の 続きからな

る）や、 も 作りをして、そこに れること（ステ プ４として、 作り

が加わる）なども加えた方法を教 が 示してみせ、それらを上 に説明する方

法を ループで考えさせる。 

自 ：わかったこと、まだよくわからないことなどを書かせる。 

（文 ：植阪友理） 
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指導案  

 本単元において ども には、 や大 など、 理の 方によって全く なる

食 に変わる食 を題 に、「おいしく食べる工夫（ 、 してつく、 いて

って したり いたりする、など）」と「どのような食 に を変えたのか（ 、

もち しょう せんべい、など）」について理 するともに、教科書に記 され

ていない食 を し、自分でも をあげながら説明することが められてい

る。本 ではまず、教 文を に、「おいしく食べる工夫」と「どのような食

に を変えたのか」を簡 な で き して表にまとめる方法を学 。その

後、自分が んだ食 について資料を べ、同様に い で表にまとめるとい

う活動を行っている。 

 この指導案の大きな見どころは、 どものつまずきの予 を強く意 しなが

ら設計されている である。 どもが 学習内容を深く理 するにあたり、ど

のようなつまずきが生じうるのかを予 し、授業設計に生かすことは「 難度

定」（市川、20 4）と ばれており、教 の授業 想力の 要な一部とされてい

る。本 に して えば、 的には、以下のような が挙げられる。まず、表

にまとめるという活動を どもに めた場合には、どうしても ルの中の

が長くなりがちであるという問題意 を授業者はもっている。これを まえ、

「教 からの説明」において、この について ども が意 化できるように、

指導を工夫している。この に、表のような思考 ールにまとめながら本文の理

を促すことは多く行われているものの、学んだ思考 ール（表）を新しい場

において、 どもたち自身で えるだけのスキルが ずしも 分に育成されて

いないというつまずきの予 を行い、それを まえた授業設計になっている。こ

のため、教 文の理 を促すために表を活用するだけでなく、理 確 では、「教

からの説明」では取り上げていない部分を って表にまとめる を行い、さ

らに理 深化において自分の んだ食 の本を って を表にまとめる活動

を行わせている。新 教 は、この指導案の一つの見どころとして、理 のため

の として表を導 するだけではなく、自分たちの思考のための として

表を導 している にあると べており、その を強く意 した指導案である

ことが える。 
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 この の見どころとして、 どもたちが自発的に図 を べるだけでは、

ずしも な にたどり着くとは らない。そこで、 書教 と しなが

ら、 つかの （ 、 など）について、 前に資料を用意したことが挙げ

られる。理 深化では、 ループ単位で同じ食 を し、ラ ー された資

料を みながら、 ループで一 に考えられるような けとなっていた。 

 

に指導 今後の展開にむけた視点  

 表の ルに くまとめるという活動は、一 の 化であり、 どもたちにと

ってかなり難度の高いものであった。また、自分たちの んだ については、

書教 と しながら資料を作っており、図 などから自 に ばせるより

もずっと表にまとめやすいものとなっていた。それでも、 どもたちが の

多い図 から 要な を読み取り、表にまとめることはかなり 難であった

ことが、 どもたちの様 から見て取れたという。また、 は食 が 上が

るまでの が分かりやすく、「おいしく食べる工夫」と「どのような食 に

を変えたのか」を 的見つけやすかったものの、それ以 の はまとめるの

が難しいなど、 んだ課題による いも見られたという。 

 これらの問題 を 決するにあたり、理 深化課題は、 に って ども

に えるという案もあっただろう。同じ であっても、どのような を っ

て ルにまとめるのかには ごとに いがみられる。そうしたまとめ方の質の

いを全 で共 することによって、 ルに い でまとめられるようにな

るという本 が目指すもう一つの目 についてもさらに意 化されたのではな

いかと考える。こうした授業を行った上で、図 から自分が んだ で活動を

やってみるということは一 の 究活動にもなりうる。本 は習得的な学習の

場 であると考えられることから、 的な 究の 地となる基本的なスキル

を 得する目的で、教 が設定した特定の課題において取り組み、その質にまで

深く み むことで の学習に える、といったことも考えられるのではな

いだろうか。 

（文 ：植阪友理） 
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に 案  

 

指導案  

本単元は、自分の身の りの問題を ループで設定し、その 決方法を ループ

で し、最終的に提案書を書いて発表するという れになっている。テー は

ループで一つであるが、最後は一 一 が提案書を書く計画である。本 は、

ループで取り上げる問題（テー ）を決める場 である。前 までに、自分の

意見については、 なども行いながらもっている。また、 の問題（ つい

た小 の世話）を取り上げて、議論はどのような れで行うのかについては学ん

でいる。本 では「意見が対立したときにどうするのか」ということを中心に学

。 どもたちの意見は さを強 するだけで平行 になりがちで、最終的に

の大きな の意見が通りがちである。こうしたときに、なぜその なのか

を説明したり、質問したりすることは、議論の基本であり教科書にも取り上げら

れている。さらに、 数の を を立てて 理したりすることも議論を

理する上では である（教科書では取り上げられていない）。この授業では、

教科書にも取り上げられている「なぜその なのかを説明する」「質問す

る」といった ン に加えて、議論の を 理する を示した思考 ールを

える（図１参照： は「できる」「できない」、 は「 」、「学 」、「学校」、

「地いき」）。付 にそれ れの意見を書いて、それらの 上に位置付けて議論す

ることで、意 な どもの意見が 用された ースもあったという。 を立てて

議論を 理することをの 性は、学活において ン を決める にも取り

れるなど、 動しながら指導しているとのことであった。 

 

第２部の５年団プレゼン資料より 
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に指導 今後の展開にむけた視点  

 本 では、思考 ールと教科書で示された ン をうまく 動させながら

議論を深めることが期 されていた。 えば、付 で思考 ールの上に

を った上で、 には現れていない提案のメリ 、 メリ などを 頭で議

論するなどといった である。一方で、 どもたちの議論は、どうしても だけ

になりがちで、それだけで してしまいがちにあったという。つまり、思考

ールの 性についてはかなり実感され、全 の意見をうまく組み れながら

意思決定が た一方で、思考 ールと、授業で取り上げた ン をどう 動

させて議論を深めていくのかということについては、 どもたち自身が 的

な メー が てなかったと思われる。 で 理した上で、意見 の には、

そこには表現されていない い や になる を中心に意見 し、最終的に

は 合的に するということを、思考 ールの い方としてはじめに明示す

ることも であったかもしれない。 

 また、 はどのような を立てるのかは教 から えている。一方、社会に

てから期 されることは、自分たちで を立てていくことである。 は、

を自分たちで するということにまでは っていない。ただし、 は を立

てて 理するということが めての 会であったので、教 から えられた

で 理してみるということであっても 分であっただろう。また、この授業を

えて、 の活動とも しながらこうした力を育てているときく。よって、 々

に どもたち自身でどのような を立てればいいのかを考えられるようになる

とよいのではないだろうか。そうすることで、「教えて考えさせる授業」が っ

ている、自立した学習者を育てるということが期 できるだろう。 

（文 ：植阪友理） 
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じ  

 

■この指導案の概要と見所： 

 本単元は、「やまなし」の作 を理 したうえで、自分たちが理 した内容を

まえて朗読（中でも 読）で表現することを目指した単元である。「教えて考

えさせる授業」では、 どもたちが「理 」した を捉える として、 ども

自身が表現できる を する。 分な理 を 成したうえで、 読というこれ

までにない新しい形で 自の表現 とつなげていこうとする で、 常に

深い指導案であろう。 

 ここでは、「やまなし」の理 を確かなものにする （5 目）と、それを

まえて 読に るの最 の授業（６ 目）の２本の指導案を している。こ

の単元 成の特徴として、 読の前提となる「やまなし」の理 を確かなものに

する工夫がちりばめられている。 えば、この作 は「５月の （キーワード

はかわせみ）」と「１２月の （キーワードはやまなし）」という２つの場 か

ら 成されており、それ れ ー がある。それらの理 を深めるために、「

ー ー の 」という の生き方や 観について べた教 文も合わせ

て読んでおり、 ー の元となる メー の教示を行っている。５ 目では、

なぜ ルを「かわせみ」ではなく、「やまなし」にしたのかという問いを設

定することで、 の世界観とつながっていることや、２ の のうち、「５

月の 」は一見きらきらと しいものの、 の世界観とは ずしも一 して

いないことをつかませる になっている。 

 これらを まえて、６ 目では、 方の メー を まえた 読 と ませて

いる。 読とは、 数の朗読者が、読む 、 度、 数、 さえも変えるこ

とで、世界観を表現するものである。 どもたちは、冒頭で 読のための朗読記

号を学び、理 確 で めの文章で し、最後、理 深化として実 に５月と

１２月（授業では、 ループごとに５月か１２月のどちらかを読む形となった）

を読み方を ループで考え、 し、発表するという れであった。また、 要

な ン として、読み方の が なった場合には、 ず、なぜそのよう

な読み方が いと思ったのか、自分の作 理 を説明することを課していた。

「なぜそのように読むのか」、「それはこのような場 だと自分は理 したから」

というやりとりを通じて、 読を行わせながらも、作 の理 も深めることが意
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図されていることが われる。 

 本 は公開研究授業として実 されているため、筆者も授業に参加し、その様

を見ている。理 深化では、教科書の 大コピーに 読記号を書き みなが

ら、どのようによむのかを活発に議論しあう どもの様 が められ、一 の

テ ラー ン の様 もよく見て取れた。 

 

■実際に指導した様子をふまえた、今後の展開にむけた視点： 

 ５ 目については、 ー の明示をどの 度行うのかということが 後の

課題として った。 ずしも、こちらの読み取り方を し付けたくないとい

う授業者の意図もあり、 どもたちが「５月の 」と「１２月の 」の

ー を学習する場 では、 ン としてこれまでの学習で関 するところが示

されたものの、 ずしも５月と１２月の ー は明示的には教授されなかっ

た。このため、筆者が観 していた授業では、「 ー ー 」の メー に近

い「１２月の 」については 的よく捉えれていたものの、５月のキラキラ

しているものの、 しい世界観については、 どもたちが「きらきらしている、

きれい」という が先に立ち、「きらきらしているが、下にいるもの（ここで

はカ ）は している 」という対 的な を ずしも 分には捉えられて

いなかったように思う。この 果、なぜ「やまなし」が ルなのかを考える

場 では、一部の ループでかなり んでいる様 がみて取れた。 ー は、

これまで発見学習としてつかませてきた部分であるだけに、教えるということ

に もあり、やりにくい部分も多々あると思われる。しかし、その先の活動

（ここでは 読）を用意しており、理 を表現につなげるというより高いステー

を目 としている。高い目 の部分（すなわち、ある一定の理 を まえて、

どのように表現するのか）という部分で創意工夫、発見的な学習を むのではれ

ば、 ー をある一つの として教えて、活動に び付けてもらう（もちろ

ん、その で の が生じればそれにそった創作活動も 分に められる

べきである）ということも 後 されても いのではないかと考えられる。 

 ６ 目については、理 確 において、「 の えたいことがきちんと わ

る読み方」ということを目指し、本文の一部を いながら、 読の 習を行って

いる。この 、どうしても かれている内容の かい表現を中心に読み方を決め

る方となってしまい、場 全 の を意 した上で、読み方と決めるという

ことに び付けられなかった。この 果、理 深化において５月と１２月のどち
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らを び、読み方を ループで考えてみるという場 でも、どうしても 々の

など、 かい表現に きずられてしまった。カ の が感じている ち

（ や 心）といったことを意 しながら、 かい表現に加えて全 的な メ

ー や を意 しながら 読を行えるようにもっていくことができれば、

理 を まえた 読という形にさらにつながったのではないかという議論が

会では された。 

（文 ：植阪友理） 
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第６学年１組 国語科学習指導案

授業者 寺田 育代
１ 日 時 平成 27 年 11 月 4 日（水）

２ 単元名 自分の感じたことを、朗読で表現しようやまなし

＜資料＞イーハトーヴの夢

３ 本時の活動（５／８）

（１）目標 「5 月」と「12 月」の幻灯を前時までに作成した表を使って違いを確認し、

さらに「かわせみ」と「やまなし」を比べることで、賢治が題名を「やま

なし」にした意図を自分なりに考えることができる。

（２）本時のおさえ

【教えること】 「5 月」と「１２月」の、谷川の様子、かにの様子、出来事の違い。

【考えさせること】題名を「やまなし」にした賢治の意図。

（３）準備物

教師…前時までに授業で作成した「５月」と「１２月」のイメージ表

児童…「5 月」「１２月」で作成したイメージ表

（４）本時の展開

授 ○学習活動 ・児童のあらわれ ○留意点 ☆困難度査定

業 ・支援 評価

前 予習 ○前日に「5 月」「12 月」を読む。 ○家庭で本読み。

教 教師 １ めあての確認をする。 ・前時までに作成した、５月と

え から ○め 「5 月」と「１２月」の幻灯を比べよう。 １２月の表を並べて比べる

る の説 ○前時までに、作成してきた「5 月」「１２月」 ことできちんと押さえる。

明 の表を合わせて比べる。 ・「イーハトーヴの夢」の賢治

・谷川の様子 かにの様子 出来事 の理想を押さえる。

理 ２「かわせみ」と「やまなし」を比べる。 ・グループで話し合い、まとめ

考 解 ○同じ上から谷川に来たものなのに、「かわせ て発表することで考えを共有

え 確 み」と「やまなし」が、かにの親子にもたら する。

さ 認 したものの違いを考えよう。

せ ・「かわせみ」・・・こわくてするどい恐怖。 ・５月と１２月のイメージと、

る 直線的で危険。怖ろしい死。 ２時間目で学んだ賢治の考え

・「やまなし」・・・いい匂いの安心感。 ていた理想の世界と関連づけ

曲線的な優しさ。食べられる命のもと。 て考えると深まることを伝え

理 ３題名を「やまなし」にした意図を考える。 る。

解 ○賢治が題名を「やまなし」にしたのはどうし ☆「やまなし」のイメージがわ

深 てだろう。落ちてきたときの音や、様子から いてこない児童が予想される

化 考えよう。 る。「やまなし」が落ちてき

・「やまなし」はトブンってあるから優しい。 たときの音から、「かわせみ」

・「かわせみ」は鋭いから怖ろしいものだから。 が入ってきたときの音を想像

・「かわせみ」は命を奪うもので、「やまなし」 させることで、二つの違いを

は命を与えるものだから。みんな幸せになる。 感じ取らせたい。

○「5 月」の「12 月」の違いをまとめよう。

自己

評価 ５ 今日の学習を振り返る。 ○授業の感想を自分の言葉でノ

・「５月」と「１２月」の違いが分かった。題 ートにまとめさせる。

名を「やまなし」にした意味も考えた。

（５）授業の視点 ２つのイメージ表を比べることで、賢治の考えた「やまなし」を読み

深め、賢治が題名を「やまなし」にした意図を読み取ることができたか。

「５月」と「１２月」の違

いを言葉や文章から比較し、

賢治が題名を「やまなし」

にした意味を考えることが

できた。（読むこと）

○ま 「 5 月」の「かわせみ」は、おそろしい

イメージがあるけど、「 12 月」の「やまな

し」は、優しく安心感がある。賢治は自然

の恵みがあるあるみんなを幸せにする「や

まなし」を題名にしたのかな。
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研究メンバー 

 

■袋井市立高南小学校 

 

校長 岡田松吾  

 

教頭 兼子近司 

 

1 年部 比奈地典子 山口亜矢 安間早紀奈 小倉理恵子 

 

2 年部 金原理恵子 内藤俊茂 榛葉佑佳 太田幸恵 

 

3 年部 村松靖則 新木 友 神田泰子 袴田友子 

 

4 年部 山田弘子 大石和正 滝口泰宏 神谷とよ子 

 

5 年部 鈴木博之 松尾健央 近藤郁子 齋藤奈奈 

 

6 年部 寺田育代 及川尚紀 鈴木由美 

 

 

■東京大学大学院教育学研究科 

 

助教 植阪友理 
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